
RCNP-Z-722 
平成 22 年 8 月 10 日 

大阪大学核物理研究センター研究計画検討専門委員会議事録 
 
日時：2010 年 4 月 2 日（金）11:00－17:00 
場所：核物理研究センター本館 2 階会議室 
 
※新旧メンバー合同会議 
 
出席者： 
・新・継続委員：上坂（東大 CNS、委員長）、若狭(九大、幹事)、川畑（京大理）、阪口（阪大理）、秋

宗（甲南大理）、延與(京大理)、菅沼（京大理）、中田（千葉大理）、荻尾（大阪市大理）、山本（大

阪市大理）、高宮（京大原子炉）、民井(RCNP)、保坂(RCNP)、與曽井(RCNP)、福田（RCNP、
幹事) 

・旧委員：村上（京大理）、酒見（東北大 CYRIC）、青井（理研仁科セ）、慈道（京大基研）、市川（京

大理）、末木（筑波大）、 
・センター長：岸本(RCNP) 
・研究企画室：畑中(RCNP) 
・研計委要請：久野（阪大理）、野海（RCNP） 

欠席者： 
・新・継続委員：小林（東北大理）、萩野（東北大理）、オン・フィージン（RCNP） 
・旧委員：緒方（九大理） 

 
配布資料： 
 議事次第 

 （資料１） 委員名簿（2009、2010 年度） 

 （資料２） 核物理研究センター運営委員会（2010 年 2 月 24 日）議事録（案） 

 （資料３） 2009 年度一般実験費決算（案） 
 （資料４） RCNP 研究会報告書（2件） 

 （資料５） B-PAC 審査報告書 

 （資料６） 研計委委員選出と交代に関するガイドラインの改定（案） 

 （資料７） 2010 年度 B-PAC・Q-PAC 委員名簿 

 （資料８） 2010 年度研究会申請書 （8件） 

 （資料９） MUSIC 計画について 

 （資料１０）拠点の運営について 

 （資料１１） 前回議事録（案） 

 

議事に先立ち、故岡村委員の冥福を祈り、出席者全員で黙祷を捧げた。 



 [１] 委員の確認・紹介と委員長・幹事の選出 

各委員の紹介の後、互選により、委員長および幹事が以下のように選出された。 

委員長：上坂友洋氏（東大 CNS） 

RCNP 外幹事：若狭智嗣氏（九大理） 

RCNP 内幹事：福田光宏氏（RCNP) 

 

[２] 報告事項 

１. 一般報告（概算要求、人事など） (センター長：岸本) 

岸本センター長より、岡村教授が逝去されたこと、鈴木智和氏を助教として 4 月 1 日付けで採用した

こと、H22 年度概算要求では拠点運営経費が約 300 万円減額、サブアトミック科学研究推進運営費及び

LEPS2 のビームライン整備費がほぼ要求通り、LEPS2 の E949 移設費用が阪大重点推進経費から 50,000 千

円認められたことなどの報告があった。 

 

２. 核運委報告 （村上委員長 京大） 

村上委員長より、（資料２）に基づいて 2 月 24 日に開催された核運委についての説明があり、MUSIC

計画についての議論は次回以降に行うことになったことなどが報告された。 

 

３. RCNP 各部報告 

３.１ サイクロトロン加速器の現状報告 （畑中 RCNP） 

RCNP の畑中氏より、サイクロトロンの現状に関して報告があった。これに対し、Bi 系高温超伝導線材

を用いた電磁石コイルのコストや性能などに関する質疑が行われた。 

 

３.２ 理論部報告 （保坂 RCNP） 

RCNP の保坂委員より、理論部の現状に関して報告があった。 

 

４. 平成 21 年度一般実験費執行報告 (民井) 

RCNP の民井氏より、（資料３）に基づき、平成 21 年度の一般実験費の決算について報告があり、実験

装置関連の物品購入や共同利用実験に係る旅費における RCNP と実験者側の費用負担割合、グランド・ラ

イデンの VDC 膜破損トラブルの原因と改善策などについて質疑が行われた。 

 

５. 平成 21 年度研究会報告 

福田幹事より、（資料４）に基づき、平成 21 年度後期に開催された研究会（２件）に関して報告があ

った。 

ａ）「ミューオン科学と加速器研究」 

 開催日：2010 年 2 月 23～24 日 

 開催場所：RCNP 

 参加者：約 40 名 

 



ｂ）「エキゾチック原子核構造研究の最前線（Forefronts of Researches in Exotic Nuclear Structures）」 

開催日：2010 年 3 月 1～4日 

開催場所：新潟県十日町市、ホテルベルナティオ 

 参加者：約 120 名（内、国外からの参加者約 40 名） 

 

なお、後期に開催予定だった研究会「不安定核を用いた核反応機構の研究」は、世話人の予定

が合わなかったこと、本研究会のテーマに関連した国際会議等が幾つか続いたこと等により、開催

を断念した旨、報告があった。 

 

６． B-PAC 報告 (B-PAC 幹事：福田) 

B-PAC 青井委員長より、（資料５）に基づき、2010 年 2 月 22 日に行われた B-PAC の報告があった。当

初、7 件の申請課題があったが、1 件は取り下げられたため、6 件の審議が行われたこと、そのうち 4 件

を採択、2件を保留としたこと、ビームタイム 50 日、予算 4,500 千円の要求に対し、ビームタイム 41 日

（採択率 82%）、予算 4,300 千円が採択されたことなどが報告された。 

 

７. その他 

特になし 

 

 

[３] 協議事項 

 

１．研究計画検討専門委員会委員選出と交代に関するガイドラインの改定 

福田幹事より、P-PAC 委員が任期開始前または任期途中に委員の継続が困難になった場合の委員の交

代に関する扱いと、B-PAC 及び Q-PAC のセンター内委員が定員の半数を超えないことを明文化するため、

（資料６）に基づき、「研究計画検討専門委員会委員選出と交代に関するガイドライン」の改定（案）が

示された。協議の結果、次の二文をガイドラインに追加することで了承された。 

「センター外またはセンター内の委員が任期開始前もしくは任期中に委員の継続が困難になったと認

められる場合の交代については、上記異動の場合に準ずる扱いを行うものとする。」 

「但し、センター内委員が半数を超えないよう配慮するものとする。」 

 

２．B-PAC 委員、Q-PAC 委員の選出 

本年度の B-PAC/Q-PAC の P-PAC 内の委員として、下記のメンバーを選出した。 

・B-PAC 委員（P-PAC 内） 

川畑貴裕（京大理）、阪口篤志（阪大理）、萩野浩一(東北大理）、中田仁(千葉大理）、オン・フィージ

ン（RCNP) 

・Q-PAC 委員（P-PAC 内） 

菅沼秀夫（京大理）、山本和弘（大阪市大理）、與曽井優（RCNP） 

 



※残る B-PAC 委員５人と Q-PAC 委員３人の研計委委員長・センター長推薦委員については、研計委後に

下記の委員が推薦され、被推薦者の了解が得られた。 

・B-PAC 委員（委員長・センター長推薦） 

Harakeh(KVI)、板垣（京大基研）、小沢顕（筑波大）、比連崎悟（奈良女大）、民井淳（RCNP） 

・Q-PAC 委員（委員長・センター長推薦） 

家入（KEK）、佐藤（阪大理）、小沢（東大理） 

 

３．H22 年度研究会申請課題採択 

平成 22 年度の研究会募集（前期）に 8件（前期開催 6件、後期開催 2件）の申請があった。協議の結

果、下記の 6件を採択した。 

・「第 1回世界加速器会議（IPAC'10）」 

連絡責任者：福田光宏（RCNP） 

開催場所：国立京都国際会館 

スタイル：国際会議、国外 900 人、国内 400 人程度 

・「Fundamental Physics using Atoms」 

連絡責任者：酒見泰寛（東北大理） 

開催場所：大阪大学シグマホール 

スタイル：国際ワークショップ、国外 5人、国内 70 人程度 

・「少数粒子系物理の現状と今後の展望」 

連絡責任者：民井淳（RCNP） 

開催場所：福岡コンベンションセンター 

スタイル：国内ワークショップ、国内 80 人程度 

・「RCNP における核医学プログラム展開の可能」 

連絡責任者：中井浩二（阪大理） 

開催場所：RCNP 

スタイル：国内ワークショップ、国内 30 人程度 

・「重イオン蓄積リングの物理」 

連絡責任者：川畑貴裕（京大理） 

開催場所：RCNP 

スタイル：国内ワークショップ、国内 30 人程度 

・「Baryons10」 

連絡責任者：保坂淳（RCNP） 

開催場所：大阪大学コンベンションセンター 

スタイル：国際ワークショップ、国外 50 人、国内 100 人程度 

 

４. AVF 棟耐震改修工事について 

RCNP の野海氏より、平成 23 年度概算要求に伴って実施が予定されている AVF 棟の耐震改修工事の概

略について報告があった。これに対し、建屋の現状と耐震改修工事の内容等について共同利用者に情報



を流すとともに、改修工事に対する利用者の要望を吸い上げる窓口を明確にするよう要請した。 

 

５. MUSIC 計画について 

村上前委員長より MUSIC 計画について研計委で議論するに至った経緯などについて説明があった後、

阪大理の久野氏より、MUSIC 計画の進捗状況と今後の予定などについて報告があった。これに対し、以下

のような質疑・意見があった。 

・MUSIC の特徴はビームパルス当たりの粒子密度が小さい連続ビームが得られることにあり、rare decay

低バックグラウンド実験などに適していることから J-PARC とは相補的な関係にある。 

・RCNP において MUSIC を推進していくためには原子核コミュニティとの連携が必要であるが、現時点で

は MUSIC の運用理念などが明確になっていない。 

・MUSIC を共同利用に供するためには RCNP の協力が必須であり、RCNP 内で MUSIC に投入する予算とマン

パワーが重要な問題。 

・最初は理学研究科と RCNP の連携によるプロジェクトとして MUSIC をスタートさせ、軌道に乗った段階

で共同利用という形に持って行くのが自然な流れではないか。 

・MUSIC 計画の進め方について、特に共同利用を行うか否か、行うとした場合の体制について明らかにす

る必要がある。この点について研計委、核運委単独の議論では不十分であり、かつ素粒子物理学やミュ

ーオン科学の分野からの意見も取り入れる必要があると考えられるので、核運委、研計委から各々若干

名、関連分野の専門家若干名からなる諮問委員会を設置すべき。（センター長、研計委委員双方の意見） 

・諮問委員会では、LEPS2、および CANDLES も合わせ、サブアトミック科学研究拠点全体について議論が

行われるべき。 

・MUSIC 計画の議論に当たっては、予算の取得状況を幾つか想定した上でシナリオを提示し、科学的なゴ

ールと予算プロフィール、マンパワーなどを明らかにすべき。 

・予算を確保するために、継続して概算要求を行っていくとともに、競争的資金獲得の努力も必要。 

 

６. 拠点の運営について 

岸本センター長より、（資料１０）に基づいて拠点化の経緯などについて説明があり、当初、九州大学

及び東北大学との連携によりサブアトミック科学研究拠点を形成する構想であったが、結果的に阪大

（RCNP と理学研究科附属原子核実験施設）が単独で共同利用・共同研究拠点を作ることになったこと、

概算要求上は、理学研究科と RCNP が共同で推進する事業と拠点形成・運営が融合する形で予算要求が行

われ、その枠組みの中で LEPS2、MUSIC、CANDLES が位置づけられていることなどが述べられた。 

 

７．将来計画について 

７.１ 蓄積リング検討ミニワークショップ（1月 28 日） 

京大理の川畑氏より、2010 年 1 月 28 日に開催したミニワークショップについて報告があった。これ

に対し、以下のような指摘や意見があった。 

・理研や蘭州、GSI の計画との比較を行い、それらとの直交性を明確にするのが今後の課題。 

・RCNP で培われた大立体角・高分解能測定などの特徴を活かした差別化も有効。 

・蓄積リングでの同時減速・冷却、稀少 RI の再加速などは初めての試み。 



・9 月頃に研究会を開催して計画をより具体化し、予算規模なども明らかにした上で年度末までには

Letter of Intent をまとめるようにしたい。 

 

８．前回議事録承認 

2009 年 12 月 22 日に開催された研計委の議事録（案）を承認した。 

 

９．次回の研計委開催日程に関して 

次回の研計委は、2010 年 8 月 10 日（火）10 時から開催することになった。その際、希望に応じて施

設見学を行うこととなった。 

 

 

なお、研計委内の情報共有とメールによる意見交換を円滑に行うため、研計委委員のメーリングリスト

を整備することになった。 


